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１． はじめに 

ハードウェアメーカと独立したソフトウェアベ

ンダが提供するソフトウェアのことを総称してこ

こでは ISV と呼ぶ。情報システムは，PC サーバと

OS やミドルウェアなどの ISV の上に各種業務用の

アプリケーションが稼動するという構造である。

ISV はそれぞれ新しい技術や機能に対応するために

バージョンアップを繰り返し，またセキュリティ

対策としてのアップデートも頻繁に行う。そのた

めにアプリケーションの互換性が失われたり，動

作が変ったりといった問題が生じることがある。 

このような ISV のバージョンアップの影響を可

能な限り回避できると，それだけ情報システムの

保守コストは削減でき，業務の改善や新しい機能

の開発にコストをかけられるようになる。生産性

向上ツールとしてアプリケーションソースコード

を自動生成する製品[1][2][3]は多いが、ISV のバー

ジョンアップを明示的に回避することはあまり考

えられていない。本論文では，そのためのアプリ

ケーション開発と実行の構築基盤を提案する。提

案方式では，アプリケーションの開発を設計情報

からのソース自動生成と，その実行基盤のミドル

ウェアを構築基盤として提案し，ISV のバージョン

アップに対して，実行基盤のミドルウェアでまず

吸収することで，アプリケーションの互換性を維

持し，さらにそれだけでは対応不可の場合には，

設計情報からのソースの再生成によって最新の ISV

環境へ対応するという手段によって，影響を回避

することを提案する。 

２． ISVバージョンアップによる課題 

ISV はハードウェアの発展や新しい技術に対応し

た機能を開発・提供し，ユーザはそれを活用する

ことで新しいニーズに対応したアプリケーション

を開発する。しかし従来稼動していたアプリケー

ションの互換性に影響が出ることがある。ISV のバ

ージョンアップは新しい機能を使いたい場合だけ

ではなく，保守サポート上の理由やセキュリティ

上の理由から，実施する必要があることも多い。

また基幹業務系のシステムなどは寿命が長く，一

般に 7 年から 10 年ほどは継続して使われることが

多いが，一方ハードウェアの保守期限は 5,6 年とい

うのが一般的であり，ハードウェアを置き換えた

際に，同時に OS やミドルウエアを最新のものにす

る必要があるというケースも多い。しかしこれら

のバージョンがアップされることによりアプリケ

ーションが動作しなくなるとか動きが異なるなど

の問題が発生する。これらの問題に対応するため，

事前にテストを十分に行い，特にハードウェアを

リプレースする際には入念にリプレース計画を立

てて行うのが一般的である。しかしアプリケーシ

ョンの作成方法によっては想定していない障害も

起こる場合があり，ISV のバージョンアップには多

くのコストがかかることが多い。 

３． ISVバージョンアップの影響を回避 

本論文では，ISV バージョンアップの影響を回避

するためのアプリケーション開発と実行の基盤を

提案する。提案方式は，図 1 に示すように設計機

能とソース自動生成機能からなる開発環境と実行

環境とから構成される。 

３．１ 開発環境 

開発環境は設計機能とソース自動生成機能から

構成される。設計機能は，OS，データベース，言

語に依存しない形とし、基幹系業務アプリケーシ

ョンの特性から，項目設計，DB 設計，画面設計，

帳票設計，ロジック設計という設計を行い，それ

ぞれの設計情報をリポジトリに保存する。項目設
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図１ 開発環境と実行環境 
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計は，他のすべての設計の元になる情報であり，

これを変更した場合はその影響を受ける他の設計

情報への反映の有無を確認できるようにする。ロ

ジック設計は，主として画面の入出力処理を行う

クライアントプログラムウィザードとﾋﾞｼﾞﾈｽﾛｼﾞｯｸ

を受け持つサーバプログラムウィザードとに分け

て行い，サーバで動作するビジネスロジック部分

は，指示書方式[4]の日本語スクリプトで設計する

方式とした。設計情報からプロラムソースは自動

生成する。生成するプログラムソースは，DB 設計

についてはデータベースのテーブル生成ソース，

画面設計は画面への表示，入力と入力形式やデー

タチェックロジックを含んだソースを生成する。

ロジック設計情報は，DB，画面，帳票の設計情報

を参照しており，これからアプリケーションのソ

ースを生成する。それぞれの生成においては，デ

ータベースや言語の種類に応じたソースを生成す

る。設計情報は OS,DB，言語に依存しない情報で

あり，これに基づき実際に稼動する環境の OS,DB,

言語に応じたソースを生成するため，設計情報そ

のものは ISV の種類やバージョンへの依存がない

という特徴を持つ。 

３．２ 実行環境 

プログラムソースの生成と同時に，実行モジュ

ールが生成され，OS や DB との間のミドルウェア

層として実行環境があり，その上で実行する。こ

の実行環境が，基幹業務アプリケーションに便利

な機能や，DB や OS とのインタフェースを仲介す

るため DB の種類への対応やバージョンアップによ

る非互換部分を吸収するのに有効である。 

４． 実装評価と考察 

 構築基盤の実装は，OS が Microsoft Windows 

server，DB が SQL Server および OracleDB，言語は

VisualBasic を前提として実装した。Web アプリケ

ーションを作成する場合の実装構成を図 2 に示す。

この構築基盤を用いたアプリケーション・システ

ムにおいて，発生した事例とその際の構築基盤と

しての対処を表 1 に示す。このような問題が発生

した場合の原因究明から対応策をアプリケーショ

ンシステムごとに行った場合，会計システムの事

例では，5～6 人月の人工がかかったという例があ 

 

 

る。本提案の構築基盤の上では，その基盤自身の

バージョンアップ対応により問題を回避すること

ができた。 

表 1 に示すとおり，アプリケーション自身の修

正を行うことなく，構築基盤の対処にて問題は解

決した。通常は実行環境の対処によって問題が解

決されることが多いが，それでもだめな場合には

ソース生成をやり直すということでの対処が可能

であり，ISV バージョンアップの影響を２段階で回

避することができた。 

長く使用する基幹業務システムはアプリケーシ

ョン機能の保守改良，機能追加が頻繁に発生し，

そのためのコストはやむを得ないが，ISV のバージ

ョンアップに伴うコストはできるだけ抑えたい。

そのための対策として本提案の構築基盤が役に立

つと考える。 

５． まとめ 

 既存の情報システムの保守性を向上するために，

ISV のバージョンアップの影響を回避するアプリケ

ーション構築基盤を提案した。新しい技術を活用

した新たな機能を追加していく上でも，有効であ

り、またスマートデバイスなどを端末とする新し

い構築方式がオープンソースを含めて多く出てき

ているが，そうしたツールやフレームワークとも

共存していけると考える。 
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表１ ISV バージョンアップによる現象と回避の事例 

現象・原因 本方式の対処 

ServicePack 適用 

→動作していたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがｱﾎﾞｰﾄ 

原因：VB ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの呼び出し処理にお

ける CreateObject 命令の非互換 

ソース自動生成

機 能 で カ バ ー

（設計情報変更

は不要） 

VB バージョンアップ 

→演算結果が異なる（int 関数） 

原因：VB4 と VB5 で引数の型が非互換 

実行環境でカバ

ー 

Oracle バージョンアップ 

→アプリケーションエラーが発生 

原因：SQL 文投入結果の解釈における仕

様の非互換 

実行環境でカバ

ー 

ODBC ドライバの版を変更 

→動作していたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが旧 OS バージョ

ンの場合のみアプリケーションエラー 

実行環境でカバ

ー 

クライアント 

WindowsXP 

サーバ Windows Server 

ﾌﾞﾗｳｻﾞ 
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ASP IIS APP 
（ﾋﾞｼﾞﾈｽ 
 ﾛｼﾞｯｸ） 

DB 

.NET Framework 

図２ Web アプリの実装構成 
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